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３．普通徴収の場合

1 この異動届出書は、給与支払報告に係る給与所得者異動届出書と特別徴収に係る給与所得者異動届出書が同じ様式になっています。
2 この異動届出書は、給与の支払をしなくなった日の属する月の翌月の10日までに名古屋市個人市民税特別徴収センターに提出してください。
　なお、異動届出書が不足する場合は、名古屋市公式ウェブサイト（https://www.city.nagoya.jp/）のダウンロードサービスをご利用ください。

←個人番号の記載に当たっては、
左端を空欄とし右詰めで記載
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